
井
原
今
朝
男

共
同
研
究「
中
・
近
世
に
お
け
る
生
業
と
技
術
・
呪
術
信
仰
」の
経
過
と
討
議
内
容

1　

基
幹
研
究

　
「
生
業
・
権
力
と
知
の
体
系
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
」
研
究
代
表
・
井
原
今
朝
男

　
（
Ａ
ブ
ラ
ン
チ
）

　

古
代
に
お
け
る
生
産
と
権
力
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー　

研
究
代
表
・
広
瀬
和
雄

　
（
Ｂ
ブ
ラ
ン
チ
）

　

中
・
近
世
に
お
け
る
生
業
と
技
術
・
呪
術
信
仰　

研
究
代
表
・
井
原
今
朝
男

2　
実
施
期
間　

　

二
〇
〇
五
年
度
〜
二
〇
〇
七
年
度

3　

研
究
代
表
者

　

井
原
今
朝
男　

　

事
務
担
当
者　

高
橋
一
樹

4　

研
究
組
織　
（
＊
所
属
・
役
職
は
基
幹
研
究
期
間
中
の
も
の
）

岡
田
莊
司　

　

國
學
院
大
学
神
道
文
化
学
部
・
教
授
・
日
本
神
道
史　

神
道
と
技

術
・
呪
術

伊
藤
大
輔　

　

名
古
屋
大
学
文
学
部
・
准
教
授
・
日
本
美
術
史　

絵
画
技
術
と
呪

術　
　
　
　

栄
原
永
遠
男　

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
教
授
・
古
代
貨
幣
史　

貨

幣
と
呪
術
信
仰

平　

雅
行　

　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
教
授
・
日
本
仏
教
史　

仏
教
と

技
術
・
呪
術

奈
倉
哲
三　

　

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
・
教
授
・
近
世
思
想
史　

近
世
知
の

技
術
と
思
想

野
本
寛
一　

　

近
畿
大
学
名
誉
教
授
・
環
境
民
俗
史　

環
境
・
技
術
と
呪
術

服
部
英
雄　

　

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
・
教
授
・
日
本
中
世
史

　

地
名
と
民
間
知

春
田
直
紀　

　

熊
本
大
学
教
育
学
部
・
准
教
授
・
日
本
生
業
史　

生
業
論

藤
井
恵
介　

　

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
・
准
教
授
・
日
本
建
築
史　

建

築
と
呪
術
信
仰

山
本
隆
志　

　

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
・
教
授
・
農
業
史　

農

業
と
呪
術
信
仰

横
田
冬
彦　

　

京
都
橘
大
学
文
学
部
・
教
授
・
日
本
近
世
史　

近
世
知
の
技
術
と

呪
術

青
山
宏
夫   　

本
館
・
研
究
部
・
教
授
・
歴
史
地
理
学　

微
地
形
・
耕
地
の
知
の

1



体
系

◎
井
原
今
朝
男　

本
館
・
研
究
部
・
教
授
・
日
本
中
世
史　

全
体
総
括

宇
田
川
武
久　

本
館
・
研
究
部
・
教
授
・
鉄
砲
史　

鉄
砲
の
技
術
と
呪
術

高
橋
一
樹　

　

本
館
・
研
究
部
・
准
教
授
・
日
本
中
世
史　

全
体
総
括

永
嶋
正
春　

　

本
館
・
研
究
部
・
准
教
授
・
漆
技
術
史　

漆
器
技
法
と
知
的
構
造

松
尾
恒
一　

　

本
館
・
研
究
部
・
准
教
授
・
民
俗
儀
礼　

民
俗
に
お
け
る
技
術
と

呪
術

中
島
丈
春　

　

本
館
・
研
究
部
・
機
関
研
究
員

菱
沼
一
憲　

　

本
館
・
研
究
部
・
研
究
補
佐
員　

5　

研
究
目
的

　

前
近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
民
衆
が
飢
饉
・
疫
病
・
戦
争
や
低
い
生
産
力
の
中
で

生
存
す
る
た
め
に
多
様
な
生
業
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
権
力
や
民
衆
を

含
め
て
そ
の
時
代
の
社
会
が
、
生
存
し
生
き
抜
く
た
め
の
知
的
体
系
を
も
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
前
近
代
的
な
知
的
体
系
は
、
天
文
や
自
然
に
対
す
る
豊
か
な

科
学
的
地
理
認
識
、
そ
こ
か
ら
有
用
財
を
取
り
出
す
た
め
の
技
術
的
知
識
、
ヒ
ト
の

肉
体
や
回
復
力
に
対
す
る
医
学
的
知
識
な
ど
が
、
呪
術
、
信
仰
、
宗
教
儀
礼
な
ど
と

未
分
化
な
ま
ま
に
結
合
し
て
独
特
の
知
識
体
系
を
作
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
前

近
代
社
会
の
中
で
、
生
業
と
技
術
と
呪
術
・
信
仰
と
が
未
分
化
な
ま
ま
で
存
在
し
た

知
的
体
系
を
全
体
像
と
し
て
あ
り
の
ま
ま
に
と
ら
え
直
し
た
い
。
こ
う
し
た
前
近
代

に
お
け
る
知
の
体
系
を
と
ら
え
る
新
概
念
が
な
い
の
で
、と
り
あ
え
ず
「
知
の
体
系
」

の
造
語
で
代
用
し
、
新
概
念
の
創
造
を
は
か
る
。
生
業
や
こ
れ
ま
で
の
分
業
概
念
な

ど
に
つ
い
て
も
、
民
俗
・
考
古
・
歴
史
学
に
お
け
る
概
念
の
相
違
点
を
論
議
し
な
が

ら
、
概
念
の
共
有
化
を
は
か
り
、
異
分
野
の
学
際
研
究
に
お
け
る
概
念
と
方
法
論
の

諸
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。　

6　

共
同
研
究
の
経
過
と
討
議
内
容
と
年
度
ご
と
の
成
果
と
課
題

﹇
初
年
度　

二
〇
〇
五
年
度
の
研
究
計
画
と
研
究
実
績
﹈

１
、
研
究
計
画

（
１
）「
水
と
生
業
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
共
通
に
し
て
、
そ
こ
で
生
き
抜
く
た
め
の
生

業
の
多
様
性
に
つ
い
て
新
潟
県
塩
津
潟
遺
跡
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
中
心
に
研
究
の

到
達
点
を
共
有
に
す
る
。

（
２
）
前
近
代
史
研
究
に
お
け
る
「
民
衆
知
」
の
到
達
点
に
つ
い
て
、
現
在
の
研
究

状
況
と
成
果
を
共
有
に
す
る
。

（
３
）
歴
史
学
・
考
古
学
・
民
俗
学
な
ど
異
分
野
に
お
い
て
生
業
概
念
が
ど
の
よ
う

な
分
業
論
の
批
判
の
中
か
ら
登
場
し
た
の
か
、
生
業
概
念
が
ど
の
よ
う
な
違
い

と
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
方
法
論
的
議
論
を
行
い
、
概
念
の
共
通
化
を
図

る
。

２
、
研
究
経
過

第
一
回
研
究
会
（
合
同
研
究
会
）

　

研
究
テ
ー
マ
「
研
究
課
題
の
共
通
化
と
生
業
概
念
に
つ
い
て
」　

　

　

二
〇
〇
五
年
六
月
四
日
・
五
日　

　

於 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　

広
瀬
和
雄　

　
「
古
代
の
生
産
・
権
力
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

　
　

井
原
今
朝
男　
「
基
幹
研
究
の
テ
ー
マ
設
定
と
研
究
分
担
者
の
位
置
づ
け
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
の
私
案
」

　
　

春
田
直
紀　

　
「
歴
史
学
に
お
け
る
生
業
論
の
登
場
と
変
遷
―
日
本
中
世
史
・

　
　
　
　
　
　
　
　

近
世
史
の
場
合
―
」

　
　

藤
尾
慎
一
郎　
「
考
古
学
に
お
け
る
生
業
」　　

第
二
回
研
究
会
・
現
地
調
査　

　

研
究
テ
ー
マ
「
潟
湖
の
景
観
変
遷
と
生
業
の
変
化
」

　

二
〇
〇
五
年
八
月
七
日
・
八
日
・
九
日　

　

於 

新
潟
県
新
潟
市
・
新
発
田
市
・

　

村
上
市

　
　

高
橋
一
樹　

　
「
古
代
・
中
世
の
北
越
後
に
お
け
る
交
通
・
流
通
・
生
業
シ
ス
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テ
ム
―
塩
津
潟
（
紫
雲
寺
潟
）
を
中
心
に
―
」

　
　

久
留
島　

浩　
「
紫
雲
寺
潟
干
拓
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　

旧
紫
雲
寺
潟
・
旧
福
島
潟
・
旧
岩
船
潟
お
よ
び
周
辺
地
域
の
景

　
　
　
　
　
　
　
　

観
と
お
も
な
遺
跡
・
遺
物
の
調
査

第
三
回
研
究
会

　

二
〇
〇
六
年
一
月
八
日
・
九
日　

　

於 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

研
究
テ
ー
マ
Ⅰ
「
中
世
の
農
業
技
術
と
地
名
を
め
ぐ
る
知
の
集
積
」

　
　

服
部
英
雄　

　
「
中
近
世
の
博
多
内
海
を
め
ぐ
る
民
衆
知
お
よ
び
干
潟
」

　
　

山
本
隆
志　

　
「
荘
園
制
下
の
湿
田
・
湿
地
と
生
業
」

　

研
究
テ
ー
マ
Ⅱ
「
近
世
・
幕
末
期
に
お
け
る
民
衆
知
の
到
達
点
」

　
　

奈
倉
哲
三　

　
「
幕
末
維
新
期
江
戸
市
民
の
政
治
・
社
会
意
識
形
成
―
天
皇
風

　
　
　
　
　
　
　
　

刺
諸
文
芸
を
生
み
出
し
た
も
の
は
な
に
か
。《
国
民
国
家
草
創

　
　
　
　
　
　
　
　

期
に
お
け
る
「
民
衆
知
」
の
一
環
と
し
て
》」

　
　

横
田
冬
彦　

　
「
近
世
村
落
社
会
に
お
け
る
庄
屋
層
の
〈
知
〉
の
水
準
―
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
を
中
心
に
―
」

３
、
研
究
成
果
と
課
題

（
１
）　

第
一
回
研
究
会
は
、「
近
代
合
理
主
義
の
マ
イ
ナ
ス
面
と
プ
ラ
ス
面
」「
生
業

論
と
分
業
論
と
の
関
係
」「
生
業
（
せ
い
ぎ
ょ
う
）
と
生
業
（
な
り
わ
い
）
の

概
念
の
ち
が
い
」「
生
業
概
念
の
必
要
性
と
普
遍
性
」
な
ど
に
つ
い
て
予
想
外

の
活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
、
大
き
な
検
討
課
題
が
確
認
さ
れ
た
。

（
２
）　

第
二
回
研
究
会
・
新
潟
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
（
八
月
七
〜
九
日
）
の
総
括
と
課

題

﹇
課
題
設
定
﹈

　

潟
湖
の
形
成
か
ら
堆
積
・
干
拓
に
よ
っ
て
景
観
が
ど
う
変
化
し
、
潟
湖
を
と
り
ま

く
生
業
の
変
化
に
よ
っ
て
、
地
域
の
技
術
や
呪
術
・
信
仰
な
ど
が
変
化
し
、
民
衆
知

や
知
の
体
系
は
ど
の
よ
う
に
変
っ
た
の
か
、
と
い
う
課
題
を
も
っ
て
今
回
の
調
査
を

設
定
し
た
。

﹇
古
代
中
世
の
潟
湖
河
川
交
通
論
﹈

　

高
橋
一
樹
報
告
で
は
、
九
世
紀
ご
ろ
に
形
成
さ
れ
た
潟
湖
が
、
日
本
海
を
経
由

し
な
い
で
潟
湖
と
河
川
を
利
用
し
て
阿
賀
北
の
岩
船
潟
か
ら
紫
雲
寺
潟
を
経
て
新
潟

湊
に
達
す
る
内
陸
水
運
を
古
代
か
ら
中
世
か
ら
近
世
初
頭
ま
で
発
達
さ
せ
て
い
た
こ

と
、
潟
湖
周
辺
で
の
漁
業
・
狩
猟
・
材
木
・
水
田
な
ど
多
様
な
生
業
の
存
在
を
解
明

し
た
。

﹇
地
域
利
害
の
変
動
と
干
拓
の
推
進
﹈

　

久
留
島
浩
報
告
で
は
、
近
世
も
宝
永
・
享
保
年
間
に
か
け
て
内
陸
水
運
よ
り
も
外

海
の
北
前
船
が
有
利
に
な
る
と
と
も
に
、
紫
雲
寺
潟
で
の
堆
積
と
悪
水
に
よ
る
災
害

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
地
域
社
会
の
要
望
に
変
化
す
る
。
地
域
の
利
害
調
整
に

よ
っ
て
潟
胡
の
干
拓
が
地
域
の
共
通
目
標
に
な
っ
て
幕
府
の
許
可
と
開
発
資
本
の
募

集
に
よ
っ
て
開
発
事
業
が
進
ん
だ
。
そ
の
過
程
で
は
漁
業
権
の
喪
失
な
ど
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
ら
ず
に
解
決
さ
れ
水
田
化
が
実
現
、
幕
府
領
に
編
成
さ
れ
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。

﹇
新
し
い
問
題
課
題
﹈

　
「
中
近
世
の
生
業
・
技
術
と
呪
術
信
仰
」
と
い
う
問
題
を
考
え
る
場
合
に
、
地
域

の
共
通
利
害
が
社
会
の
変
化
・
時
代
の
要
請
に
よ
っ
て
変
化
し
、
地
域
開
発
が
実
現

さ
れ
る
と
、
生
業
が
激
変
し
民
衆
の
権
利
や
呪
術
や
信
仰
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て

も
、
地
域
社
会
で
は
大
き
な
社
会
問
題
に
な
る
こ
と
な
く
、
新
秩
序
を
受
容
し
て
い

く
と
い
う
論
理
と
の
関
係
を
含
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）　

第
三
回
研
究
会　

一
月
八
〜
九
日
の
総
括
と
課
題

﹇
課
題
設
定
﹈

　

第
一
は
「
中
世
の
農
業
技
術
と
地
名
を
め
ぐ
る
知
の
集
積
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

①
民
衆
の
知
の
集
積
を
地
名
研
究
か
ら
ど
う
探
求
で
き
る
の
か
と
い
う
課
題
に
つ
い

て
服
部
英
雄
報
告
、
②
中
世
民
衆
が
多
様
な
農
業
生
産
や
生
業
の
な
か
で
ど
の
よ
う

に
生
き
る
た
め
の
知
の
集
積
を
し
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
課
題
に
つ
い
て
山

3
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本
隆
志
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

第
二
は
「
近
世
・
幕
末
期
に
お
け
る
民
衆
知
の
到
達
点
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
東

の
奈
倉
哲
三
氏
と
西
の
横
田
冬
彦
氏
の
民
衆
知
研
究
を
突
き
合
わ
せ
て
、
そ
の
到
達

点
を
共
同
研
究
に
生
か
す
と
い
う
意
図
で
設
定
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
前
近
代
の

民
衆
は
幕
府
や
藩
な
ど
の
政
治
権
力
か
ら
自
立
的
に
ど
の
よ
う
な
生
き
る
た
め
の
生

業
や
知
の
体
系
を
も
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
奈
倉
哲
三
報
告
。
②
民

衆
知
と
い
う
よ
う
な
知
の
体
系
が
ど
の
よ
う
に
獲
得
さ
れ
ど
の
よ
う
な
水
準
に
あ
っ

た
の
か
、
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
横
田
冬
彦
報
告
が
行
わ
れ
た
。

﹇
民
衆
の
暗
黙
知
・
経
験
知
と
文
字
化
﹈

　

服
部
英
雄
報
告
で
は
、
博
多
内
海
の
漁
場
と
し
て
の
瀬
や
網
代
・
塩
屋
な
ど
に
関

す
る
民
衆
の
経
験
知
や
中
国
に
渡
海
し
た
船
頭
が
東
の
風
で
な
く
「
北
東
の
風
」
を

「
片
帆
」
で
受
け
て
東
に
向
か
う
と
い
う
航
海
技
術
を
経
験
知
と
し
て
い
た
こ
と
。

江
戸
時
代
一
七
世
紀
に
入
る
と
、
民
衆
の
経
験
知
・
暗
黙
知
が
文
字
化
さ
れ
て
、
知

識
が
権
利
と
し
て
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
討
論
で
は
、

文
字
化
さ
れ
る
経
験
知
と
文
字
化
さ
れ
な
い
経
験
知
と
の
関
係
や
、
権
利
と
し
て
主

張
さ
れ
る
と
き
、
浦
が
主
体
に
な
る
と
き
と
、
株
と
し
て
個
人
的
所
有
の
集
合
体
と

し
て
主
張
さ
れ
る
の
か
、
な
ど
が
議
論
と
な
っ
た
。

﹇
権
力
に
編
成
さ
れ
な
い
生
き
る
た
め
の
民
衆
知
﹈

　

山
本
隆
志
報
告
で
は
、
人
類
学
の
「
半
栽
培
」
概
念
を
導
入
し
、
湿
地
や
池
を
開

発
の
対
象
・
前
提
で
は
な
く
、
用
益
の
対
象
と
し
て
分
析
す
る
と
い
う
方
法
論
の
提

起
が
な
さ
れ
た
。
近
世
前
期
の
史
料
か
ら
、池
や
湿
地
を
用
益
し
て
菱
・
蓮
・
蓼
や
鮭
・

鮒
・
鯰
・
わ
た
か
な
ど
を
販
売
し
、
生
活
の
「
資
」
と
し
、「
賦
税
な
し
」「
取
る
日

は
定
日
あ
り
」
と
い
う
共
同
体
規
制
が
あ
っ
た
こ
と
の
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。
討
論

で
は
、
国
家
の
支
配
・
統
制
下
に
編
成
さ
れ
な
い
世
界
で
、
民
衆
が
生
き
て
い
く
た

め
に
用
益
権
を
利
用
し
共
同
体
規
制
を
受
け
る
暗
黙
知
・
経
験
知
・
民
衆
知
の
世
界

や
、
そ
う
し
た
民
衆
知
の
史
料
は
残
り
に
く
い
と
い
う
史
料
論
に
つ
い
て
も
議
論
が

な
さ
れ
た
。

﹇
幕
末
期
民
衆
知
と
し
て
の
風
刺
文
芸
﹈

　

奈
倉
哲
三
報
告
で
は
、
江
戸
開
城
か
ら
東
北
戦
争
期
に
江
戸
を
中
心
に
京
都
・
大

阪
を
含
む
諸
都
市
で
、
天
皇
・
朝
廷
風
刺
文
芸
が
集
中
的
に
出
さ
れ
た
史
実
を
掘
り

起
こ
し
、
民
衆
知
が
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
町
触
を
町
中
は
も
と
よ
り

借
家
・
店
借
・
裏
々
ま
で
情
報
伝
達
す
る
体
制
や
、「
幕
府
の
民
づ
く
り
」
の
枠
組

み
を
超
え
て
民
衆
独
自
の
権
力
批
判
を
行
う
力
、な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
討
論
で
は
、

豪
農
・
豪
商
な
ど
中
間
層
と
革
命
運
動
と
の
関
係
、
下
層
民
衆
を
含
め
た
歴
史
意
識

を
幕
府
軍
と
薩
長
軍
の
ど
ち
ら
が
組
織
す
る
か
、
町
触
の
情
報
伝
達
組
織
の
実
態
な

ど
が
議
論
に
な
っ
た
。

﹇
近
世
前
期
の
民
衆
知
の
水
準
﹈

　

横
田
冬
彦
報
告
で
は
、
元
禄
〜
享
保
年
間
大
阪
周
辺
農
村
の
庄
屋
が
も
っ
て
い
た

蔵
書
目
録
を
素
材
に
し
て
、
彼
ら
が
雑
学
に
近
い
多
方
面
の
知
識
を
集
積
し
、
吉
宗

の
医
書
普
及
政
策
に
応
え
て
高
額
医
書
を
購
入
し
、
そ
の
知
識
を
農
村
に
普
及
し
た

こ
と
、
彼
ら
が
漢
書
や
医
書
で
説
明
で
き
る
も
の
を
合
理
的
医
学
思
想
と
し
て
身
に

つ
け
、
村
人
の
脱
呪
術
化
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

討
論
で
は
、
民
衆
知
の
形
成
に
果
た
し
た
庄
屋
や
村
の
中
の
寺
院
・
神
官
の
役
割
、

医
療
知
識
に
お
け
る
民
衆
の
脱
呪
術
化
、
近
世
の
合
理
的
医
学
知
識
と
民
間
療
法
と

の
連
続
性
な
ど
の
論
議
が
進
展
し
た
。

﹇
新
し
い
課
題
﹈

　

今
回
の
報
告
・
討
論
で
は
、
民
衆
知
を
考
え
る
と
き
に
文
字
化
さ
れ
る
前
の
暗
黙

知
・
経
験
知
と
そ
れ
が
文
字
化
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
、
民
衆
の
権
利
を
主
張
す
る
た

め
の
文
字
化
、
な
ど
新
し
い
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
近
世
・
近
代
の
民
衆
知
の
形
成

過
程
に
お
け
る
村
の
庄
屋
や
寺
院
・
神
官
な
ど
中
間
層
の
役
割
、
村
の
共
同
体
性
、

町
触
の
情
報
伝
達
体
制
な
ど
の
諸
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
民
衆
知
の
脱
呪
術
化
は
、

漢
学
に
よ
っ
て
文
字
化
さ
れ
説
明
で
き
る
も
の
を
合
理
主
義
と
し
て
説
明
す
る
が
、

な
お
呪
術
性
を
残
す
と
い
う
重
層
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
新
し
い
視
点
や
方
法
が
提

供
さ
れ
た
。

4

国立歴史民俗博物館研究報告
第 157集　2010年 3月



﹇
中
間
年
度　

二
〇
〇
六
年
度
研
究
計
画
と
研
究
実
績
﹈

１
、
研
究
計
画

　

第
四
回　

合
同
研
究
会　

六
月
三
日
・
四
日　

歴
博

　

第
五
回　

研
究
会　

　
　

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

　

歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム　

　
　
「
新
し
い
歴
史
学
と
生
業
概
念
に
つ
い
て
」
合
同
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
・
中
間
成
果
報
告
会

　

第
六
回　

研
究
会　

　
　

二
〇
〇
七
年
一
月　

歴
博

２
、
研
究
経
過

第
四
回
研
究
会

　

二
○
○
六
年
六
月
四
日　

　

ブ
ラ
ン
チ
研
究
会
「
寺
社
の
建
築
技
術
お
よ
び
開
発
技
術
と
知
の
体
系
」

　
　

藤
井
恵
介
（
東
京
大
学
）「
建
築
的
な
知
の
枠
組
み
と
は
な
に
か
」

　
　

青
山
宏
夫
（
歴
博
）　

　

「
松
尾
社
周
辺
の
開
発
と
景
観
」

　
　

討
論
・
司
会　

高
橋
一
樹
（
歴
博
）

　

昨
年
度
は
、
民
衆
の
知
の
到
達
点
と
し
て
江
戸
・
幕
末
期
の
「
民
衆
知
」
を
中
心

に
研
究
を
す
す
め
た
。「
生
業
と
技
術
」
に
つ
い
て
は
、
地
目
の
多
様
性
や
半
栽
培
、

ラ
ン
グ
ー
ン
や
湾
な
ど
低
湿
地
周
辺
で
の
生
業
の
多
様
性
、
航
海
術
や
漁
場
に
つ
い

て
の
経
験
知
・
習
慣
知
・
暗
黙
知
と
文
字
化
の
問
題
と
し
て
研
究
が
深
め
ら
れ
た
。

今
年
度
の
課
題
と
し
て
、「
技
術
と
呪
術
信
仰
」の
テ
ー
マ
が
残
さ
れ
た
課
題
と
な
り
、

ま
ず
、
技
術
と
呪
術
の
テ
ー
マ
で
、
藤
井
（
東
大
）・
青
山
（
歴
博
）・
永
嶋
（
歴
博
）・

伊
藤
（
岡
山
大
）
の
各
氏
に
、宗
教
と
呪
術
の
テ
ー
マ
で
岡
田
（
國
學
院
大
）・
平
（
大

阪
大
）
の
各
氏
に
報
告
を
お
願
い
し
た
。

﹇
技
術
と
呪
術
①
﹈

　

藤
井
恵
介
報
告
で
は
、中
世
で
は
寺
社
が
寺
大
工
を
通
じ
て
建
築
技
術
を
掌
握
し
、

技
術
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
相
伝
し
て
お
り
、
詳
細
な
設
計
図
面
は
一
五
世
紀
に
な
っ

て
登
場
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

青
山
宏
夫
報
告
で
は
、
松
尾
社
で
も
河
道
の
変
遷
に
あ
わ
せ
て
境
内
を
通
る
用
水

路
開
削
を
通
じ
て
地
域
開
発
が
進
行
し
用
水
系
が
再
編
成
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘

さ
れ
た
。

　

討
論
で
は
、
中
世
に
お
け
る
知
の
体
系
や
伝
達
・
蓄
積
が
寺
社
を
結
節
点
に
行
わ

れ
た
こ
と
、
建
築
技
術
や
開
発
技
術
が
呪
術
と
セ
ッ
ト
で
利
用
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が

議
論
さ
れ
た
。
中
世
の
建
築
技
術
や
水
利
開
発
技
術
な
ど
は
、
寺
社
を
結
節
点
に
伝

承
や
知
の
蓄
積
が
行
わ
れ
、
建
築
技
術
や
開
発
技
術
が
呪
術
と
セ
ッ
ト
で
利
用
さ
れ

て
お
り
、
現
代
技
術
よ
り
も
高
度
な
も
の
と
失
わ
れ
た
技
術
と
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。
マ
ッ
ク
ス
ウ
エ
バ
ー
の
い
う
脱
呪
術
化
論
の
限
界
性
が
あ

き
ら
か
に
さ
れ
た
の
も
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

第
五
回
研
究
会

　

二
○
○
六
年
八
月
二
日
・
三
日
・
四
日　

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市

　
「
河
川
低
湿
地
の
変
遷
と
貿
易
・
流
通
拠
点
の
変
動
」

　
　

井
原
今
朝
男
（
歴
博
）   

「
南
薩
摩
地
方
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
研
究
への
問
題
提
起
」

　
　

柳
原
敏
昭
（
東
北
大
学
）「
中
世
万
之
瀬
川
下
流
地
域
の
景
観
と
生
業
」

　
　

栗
林
文
夫
（
鹿
児
島
県
黎
明
館
）　
「
万
之
瀬
川
下
流
域
遺
跡
群
に
つ
い
て
」

　
　

宮
下
貴
治
（
南
さ
つ
ま
市
歴
史
交
流
館
金
峰
）

「
万
之
瀬
川
下
流
域
の
中
世
陶
磁
器
に
つ
い
て
―
中
世
前
期
を
中
心
に
し
て
―
」

　
　

森
脇　

広
（
鹿
児
島
大
学
）

「
吹
上
浜
砂
丘
・
万
之
瀬
川
低
地
に
お
け
る
完
新
世
後
半
の
地
形
発
達
と
遺

跡
立
地
」

﹇
自
然
環
境
と
生
業
﹈

　

昨
年
か
ら
の
共
通
テ
ー
マ
で
は
、「
自
然
環
境
の
変
化
と
生
業
」「
生
業
と
技
術
」

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
湾
の
地
形
変
動
と
海
外
貿
易
と
の
関
係
を
検
討
す
る
た
め
、

鹿
児
島
で
の
現
地
調
査
を
設
定
し
た
。

　

柳
原
敏
明
（
東
北
大
学
）
報
告
で
は
、中
世
で
は
万
ノ
瀬
川
河
口
周
辺
は
ラ
ン
グ
ー

ン
で
は
な
く
、
低
湿
地
と
し
て
開
発
が
進
行
し
、
景
観
と
生
業
が
変
化
し
て
い
た
こ
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と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
栗
林
文
夫
（
県
黎
明
館
）
報
告
で
は
、
万
之
瀬
川
下
流
域

遺
跡
群
は
多
様
な
要
素
が
多
く
、
海
外
貿
易
や
集
積
地
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
断
定

を
さ
け
て
今
後
の
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
と
さ
れ
た
。
宮
下
貴
治
（
歴
史
交
流
館
金

峰
）
報
告
で
は
、
出
土
陶
磁
器
か
ら
中
国
・
琉
球
・
畿
内
や
東
海
と
の
交
流
が
み
ら

れ
る
こ
と
、
等
が
指
摘
さ
れ
た
。
森
脇
広
（
鹿
児
島
大
）
報
告
で
は
、
吹
上
浜
砂
丘

が
縄
文
時
代
に
は
形
成
さ
れ
、
古
代
・
中
世
で
は
浅
瀬
や
低
湿
地
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
遺
跡
立
地
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

現
地
調
査
と
諸
報
告
に
よ
っ
て
、
縄
文
時
代
の
自
然
堤
防
に
よ
っ
て
河
口
付
近
に

低
湿
地
が
で
き
て
、
奈
良
・
平
安
・
中
世
に
は
生
業
の
多
様
さ
と
貿
易
船
寄
港
地
・

流
通
交
易
地
と
し
て
展
開
し
た
た
め
、
阿
多
隼
人
や
別
府
と
し
て
古
代
や
中
世
の
特

殊
な
地
域
認
識
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、
自
然
環
境
と

生
業
の
多
様
さ
が
地
域
性
の
特
殊
性
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
昨
年
度

の
新
潟
調
査
と
の
共
通
点
と
相
違
点
が
明
瞭
に
な
っ
た
。

第
六
回　

研
究
会

　

二
○
○
七
年
一
月
七
日
・
八
日　

歴
博

　

第
一
日
目　

研
究
テ
ー
マ
「
宗
教
と
呪
術
」

　
　

岡
田
莊
司
（
國
學
院
大
學
）「
吉
田
家
・
吉
田
神
道
に
お
け
る
呪
術
と
技
術
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

継
承
」

　
　

平　

雅
行
（
大
阪
大
学
）　
「
中
世
仏
教
と
呪
術
―
呪
術
性
と
合
理
性
」

　
　

討
論
・
司
会　

高
橋
一
樹
（
歴
博
）

　

第
二
日
目　

研
究
テ
ー
マ
「
技
術
と
呪
術
」

　
　

永
嶋
正
春
（
歴
博
）　

　
　
「
日
本
の
漆
文
化
９
０
０
０
年
―
そ
の
始
ま
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

変
遷
」

　
　

伊
藤
大
輔
（
岡
山
大
学
）　
「
美
術
と
呪
術
―
肖
像
画
の
場
合
」

　
　

討
論
・
司
会　

青
山
宏
夫
（
歴
博
）

﹇
宗
教
と
呪
術
﹈

　

岡
田
莊
司
報
告
で
は
、
神
職
に
と
っ
て
祭
式
作
法
の
伝
授
が
問
題
で
、
古
代
に
は

壱
岐
・
対
馬
・
伊
豆
・
房
総
の
卜
部
家
が
天
皇
朝
廷
の
亀
卜
の
技
術
・
技
能
を
独
占

し
て
い
た
。
奈
良
・
律
令
期
に
は
陰
陽
道
・
天
文
や
祟
り
の
判
定
・
祓
い
・
贖
物
の

供
出
と
い
う
呪
術
の
作
法
が
発
達
し
た
。
卜
部
吉
田
家
が
祭
式
作
法
を
体
系
化
す
る

の
は
兼
倶
の
室
町
時
代
で
、
真
言
・
天
台
の
聖
教
類
か
ら
神
道
の
中
に
導
入
し
た
も

の
が
多
い
と
い
う
報
告
で
あ
っ
た
。

　

平
雅
行
報
告
は
日
本
仏
教
で
は
合
理
性
と
呪
術
性
が
共
存
し
て
お
り
、
中
世
の
暴

力
も
武
力
に
よ
る
暴
力
と
宗
教
に
よ
る
暴
力
（
暴
力
の
呪
術
性
）
を
合
わ
せ
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
世
に
な
っ
て
か
ら
国
家
の
暴
力
か
ら
宗
教
的
暴
力
が
無
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
報
告
で
あ
っ
た
。

　

討
論
で
は
、
日
本
神
道
の
祭
式
が
日
本
仏
教
の
教
義
の
影
響
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

る
と
い
う
報
告
を
め
ぐ
っ
て
、
造
船
祭
・
上
棟
祭
な
ど
大
工
や
民
間
祭
祀
・
生
業
な

ど
と
の
関
係
で
活
発
な
議
論
に
な
っ
た
。
近
世
社
会
の
民
衆
や
私
的
世
界
で
も
、
暴

力
の
呪
術
性
は
抜
け
切
れ
て
い
た
の
か
。近
代
で
は
宗
教
的
暴
力
が
復
活
す
る
の
か
、

な
ど
の
諸
点
が
論
議
に
な
っ
た
。

﹇
技
術
と
呪
術
②
﹈

　

永
嶋
正
春
報
告
は
、縄
文
の
漆
技
術
は
多
層
塗
と
色
の
管
理
の
点
で
「
く
ろ
め
る
」

技
術
に
よ
っ
て
完
成
す
る
が
、
弥
生
の
漆
で
は
「
く
ろ
め
る
」
技
術
＝
精
製
加
工
技

術
が
喪
失
さ
れ
、
中
国
・
朝
鮮
系
の
新
技
術
が
入
る
。
古
墳
期
に
土
器
の
漆
仕
上
げ

が
は
じ
ま
る
が
古
代
は
漆
技
術
が
断
絶
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
中
世
に
柿
渋
と
漆
の

併
用
が
は
じ
ま
り
粗
悪
だ
が
安
価
で
大
量
の
漆
器
具
の
利
用
が
広
が
る
と
い
う
報
告

で
あ
っ
た
。

　

伊
藤
大
輔
報
告
で
は
、
鎌
倉
期
に
似
絵
が
発
達
し
た
の
は
脱
呪
術
化
の
観
念
が
発

達
し
た
た
め
だ
と
す
る
赤
松
俊
秀
説
を
批
判
。
平
安
期
に
は
人
形
を
身
体
の
代
理
と

す
る
観
念
や
外
形
描
写
の
肖
似
性
よ
り
も
生
身
性
の
み
か
ら
肖
像
画
が
と
ら
え
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
日
本
で
独
自
に
写
実
性
が
発
達
し
た
の
で
は
な
く
、
中
国

か
ら
生
身
性
と
肖
似
性
の
あ
る
似
せ
絵
を
優
れ
た
も
の
と
す
る
認
識
が
導
入
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
報
告
で
あ
っ
た
。
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討
論
で
は
、
技
術
の
継
続
性
と
断
絶
の
問
題
、
技
術
の
進
化
と
退
歩
、
大
陸
か
ら

の
反
技
術
革
新
、
似
絵
を
め
ぐ
る
ウ
エ
ー
バ
ー
の
脱
呪
術
化
論
、
人
形
と
祓
え
の
呪

術
を
め
ぐ
る
解
釈
、ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
論
の
日
本
適
用
論
、な
ど
に
つ
い
て
論
議
に
な
っ

た
。

　

今
年
度
の
議
論
で
、
①
近
代
化
に
よ
っ
て
現
代
技
術
が
最
高
水
準
に
あ
る
と
す
る

近
代
進
歩
史
観
に
対
し
て
批
判
が
出
さ
れ
、
寺
院
建
築
や
漆
技
術
・
開
発
技
術
を
み

る
と
、
技
術
の
進
歩
と
退
歩
は
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
近
代
化
と
と
も
に

脱
呪
術
化
す
る
と
い
う
マ
ッ
ク
ス
ウ
エ
バ
ー
論
に
つ
い
て
も
、
美
術
論
の
肖
像
画
の

視
点
か
ら
批
判
さ
れ
た
。
あ
ら
た
め
て
、
技
術
と
呪
術
の
併
存
す
る
関
係
を
ど
の
よ

う
に
相
対
的
に
考
察
し
て
い
く
の
か
が
検
討
課
題
に
な
っ
た
。
今
後
の
論
議
が
楽
し

み
で
あ
る
。

３
、
研
究
成
果
と
課
題

﹇
全
体
総
括
と
課
題
﹈

　

生
業
論
の
概
念
の
共
有
化
に
つ
い
て
は
、
共
同
研
究
内
外
の
総
力
を
結
集
し
て
、

準
備
会
を
重
ね
、
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
し
、
一
般
参
加
者
の
意
見
を
ま
じ
え
て

討
論
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
学
共
同
に
よ
っ
て
、
な
お
一
層
民
衆
生
活
の
細
部
を

解
明
す
る
た
め
の
歴
史
学
の
方
法
論
と
概
念
を
相
互
に
交
流
し
あ
い
な
が
ら
、
創
造

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
共
通
認
識
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
Ａ
Ｂ
ブ
ラ
ン
チ
の

共
同
研
究
に
よ
る
中
間
報
告
と
し
て
は
成
功
で
あ
っ
た
。

　

運
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
共
同
研
究
員
に
よ
る
研
究
会
へ
の
参
加
数
が
前
半
は
や

や
減
少
し
て
い
た
が
、後
半
は
活
発
な
研
究
報
告
の
組
織
も
あ
っ
て
活
況
を
呈
し
た
。

各
研
究
会
の
成
果
や
課
題
に
つ
い
て
は
、
研
究
代
表
者
に
よ
る
整
理
と
提
言
、
そ
れ

ら
を
ま
と
め
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
を
継
続
し
て
全
体
の
共
有
化
が
は
か
れ
た

し
、
本
年
度
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
内
容
を
本
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
本
共
同
研

究
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
掲
載
し
、
随
時
内
容
を
更
新
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
に

積
極
的
に
つ
と
め
た
点
が
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

Ａ
Ｂ
ブ
ラ
ン
チ
の
共
同
研
究
の
中
間
報
告
と
し
て
、歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
し
、

共
同
研
究
に
お
け
る
方
法
論
や
分
析
概
念
の
共
有
化
を
図
る
と
い
う
当
初
の
計
画
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
報
告
集
を
来
年
度
に
刊
行
で
き
れ
ば
、
実
質
的
に
中
間

報
告
を
共
同
研
究
の
実
施
中
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

追
記
・
昨
年
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
年
報
二
一
頁
で
奈
倉
報
告
に
つ
い
て
、

「
革
命
期
」
と
表
記
し
た
が
、
報
告
者
は
「
幕
末
期
」
と
し
て
お
り
、
本
意
を
曲
解

し
た
点
は
ご
寛
容
い
た
だ
き
た
い
。

﹇
最
終
年
度　

二
〇
〇
七
年
度
の
研
究
計
画
と
研
究
実
績
﹈

１
、
研
究
計
画

　

二
〇
〇
七
年
六
月　

第
七
回
研
究
会　

歴
博

　
　

七
月
〜
八
月　

　

高
知
県
大
忍
荘
現
地
調
査
と
第
八
回
研
究
会

　
　

九
月
〜
一
〇
月　

三
重
・
愛
知
県
伊
勢
湾
現
地
調
査
と
第
九
回
研
究
会

　

二
〇
〇
八
年
一
月　

第
一
〇
回
研
究
会
と
総
括
討
論

　
　

三
月
以
前　

　
　

中
間
報
告
『
生
業
か
ら
見
る
日
本
史
―
新
し
い
歴
史
学
の
射

　
　
　
　
　
　
　
　
　

程
―
』
刊
行

２
、
研
究
経
過

第
七
回
研
究
会

　

二
○
○
七
年
六
月
一
日
（
金
）
Ｂ
ブ
ラ
ン
チ
研
究
会

　

昨
年
度
研
究
総
括
と
今
年
度
の
活
動
計
画

　
　

松
尾
恒
一
（
本
館
准
教
授
）　

「
動
物
・
植
物
霊
を
め
ぐ
る
祭
儀
と
呪
法
―
高
知
県
物
部
に
お
け
る
職
能
民

と
い
ざ
な
ぎ
流
―
」

　
　

菱
沼
一
憲
（
本
館
研
究
補
佐
員
）　

「
土
佐
地
域
調
査
の
問
題
提
起
」（
二
〇
〇
七
・
三
・
二
四
〜
二
五　

事
前
調
査

報
告
）
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中
島
丈
晴
（
本
館
機
関
研
究
員
）

「
伊
勢
湾
内
海
に
関
す
る
地
域
調
査
」（
二
〇
〇
七
・
五
・
二
七
〜
二
八　

事

前
調
査
報
告
）

﹇
報
告
・
討
論
内
容
﹈

　

松
尾
恒
一
報
告
は
、
高
知
の
物
部
川
流
域
で
の
民
衆
が
も
っ
て
い
た
い
ざ
な
ぎ
流

と
い
う
民
間
宗
教
を
分
析
し
た
。
こ
の
地
域
は
標
高
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
と

水
田
が
な
く
、
焼
き
畑
・
伐
木
・
狩
猟
・
鍛
冶
・
大
工
な
ど
の
生
業
を
い
と
な
み
、

そ
う
し
た
職
能
民
の
生
業
と
技
術
と
が
む
す
び
つ
い
て
民
間
宗
教
と
し
て
の
い
ざ
な

ぎ
流
が
民
俗
的
慣
行
と
し
て
機
能
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
い
ざ
な
ぎ
流
の
大

夫
は
修
行
を
つ
め
ば
誰
も
が
な
れ
る
と
い
う
開
放
性
を
も
ち
、
林
業
・
狩
猟
・
鍛
冶
・

大
工
な
ど
山
や
樹
木
に
拘
わ
る
職
能
民
が
、
山
の
神
・
水
神
・
そ
の
眷
属
で
あ
る
動

物
霊
・
植
物
霊
を
見
分
け
て
そ
の
災
難
を
除
去
す
る
た
め
に
、
多
様
な
御
幣
と
祈
祷

法
を
創
出
し
た
の
が
い
ざ
な
ぎ
流
の
起
源
と
特
徴
と
説
明
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
祈

祷
法
の
中
に
猟
師
の
鉄
砲
、
樵
夫
の
斧
、
大
工
の
墨
壺
・
曲
尺
な
ど
の
職
道
具
が
祭

具
・
呪
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
民
間
知
と
し
て
の

民
間
宗
教
が
、
そ
の
地
域
に
ね
ざ
し
た
生
業
に
拘
わ
る
動
物
霊
・
植
物
霊
を
、
生
業

の
職
道
具
を
祭
具
・
呪
具
と
し
て
用
い
な
が
ら
祈
祷
す
る
方
法
を
創
出
し
て
い
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

本
報
告
は
、
民
衆
の
知
の
体
系
と
し
て
民
間
宗
教
を
と
ら
え
た
と
き
、
地
域
の
信

仰
・
呪
術
が
生
業
に
と
も
な
う
技
術
や
道
具
と
密
接
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
生
業

や
技
術
の
変
動
と
と
も
に
民
間
宗
教
も
消
滅
し
て
い
く
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
も

の
と
し
て
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
討
論
で
は
、
歴
史
学
で
は
祭
文
の
資
料

化
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
前
近
代
の
民
間
宗
教
が
近
代
に
な
っ
て
体
系
化
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
時
代
が
古
い
ほ
ど
呪
術
性
が
高
い
と
い
う
通
説
は
ま
ち
が

い
で
、
病
人
祈
祷
な
ど
も
近
代
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
聞
き
取
り
も
あ
る
こ
と
な
ど

が
論
点
と
な
っ
た
。
い
ざ
な
ぎ
流
の
大
夫
と
一
般
神
職
と
の
役
割
分
担
・
棲
み
分
け
、

「
山
・
野
・
原
」
の
空
間
認
識
に
つ
い
て
も
「
一
の
山
口
」
が
裾
野
、「
二
の
山
口
」

が
山
の
神
社
、「
三
の
山
口
」が
生
活
圏
外
の
奥
山
と
い
う
認
識
区
分
が
あ
っ
た
こ
と
、

な
ど
が
論
議
と
な
っ
た
。

　

菱
沼
一
憲
報
告
は
、
物
部
川
流
域
で
の
「
生
業
と
呪
術
・
信
仰
」
と
土
佐
湾
内
部

の
前
近
代
社
会
に
存
在
し
て
い
た
「
潟
湖
交
通
の
復
原
と
権
力
の
場
」
の
関
係
を
、

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
課
題
に
し
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

中
島
丈
晴
報
告
は
、
下
見
調
査
の
報
告
を
し
な
が
ら
、
伊
勢
湾
西
岸
の
交
流
史
の

研
究
が
進
展
し
て
い
る
の
で
、
今
回
は
知
多
半
島
・
渥
美
半
島
と
伊
勢
湾
西
岸
と
の

交
流
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伊
勢
湾
を
「
内
海
世
界
」
と
し
て
と
ら
え
る
と
ど
の

よ
う
な
歴
史
事
象
が
発
見
で
き
る
の
か
を
第
一
の
調
査
課
題
に
し
た
い
と
い
う
問
題

提
起
で
あ
っ
た
。

第
八
回
研
究
会　

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
研
究
会
Ⅲ

﹇
研
究
テ
ー
マ
﹈　

　

土
佐
国
大
忍
荘
を
め
ぐ
る
潟
湖
・
河
川
・
山
岳
地
帯
と
生
業
の
多
様
性
と
権
力
の

　

対
応

﹇
研
究
会
経
過
﹈

　

二
○
○
七
年
七
月
二
八
日
・
二
九
日
・
三
〇
日

第
一
日
目
研
究
テ
ー
マ　
「
香
美
市
旧
物
部
村
い
ざ
な
ぎ
流
の
ふ
る
さ
と
と
生
業

の
山
」

　
　

服
部
英
雄
（
九
州
大
学
教
授
）・
楠
瀬
慶
太
（
九
州
大
学
大
学
院
）

　
　
　
「
土
佐
国
香
美
郡
物
部
村
南
池
・
仙
頭
の
地
名
と
生
業
」

　

第
二
日
目
研
究
テ
ー
マ　
「
大
湊
の
潟
湖
と
守
護
代
所
・
田
村
遺
跡
」

　
　

吉
成
承
三
（
高
知
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
「
守
護
代
所
田
村
城
館
を
中
心
と
す
る
香
長
平
野
の
様
相
」

　
　

市
村
高
男
（
高
知
大
学
教
授
）

　
　
　
「
浦
戸
湾
と
そ
の
沿
岸
の
世
界
―
国
府
・
一
宮
・
守
護
所
・
港
湾
―
」

　

第
三
日
目
研
究
テ
ー
マ　
「
浦
戸
湾
と
吸
江
庵
・
五
台
山
竹
林
寺
」

﹇
現
地
踏
査
・
報
告
・
討
論
要
旨
﹈
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一
日
目
は
香
美
市
農
林
漁
業
体
験
実
習
館
に
お
い
て
、
山
の
生
活
展
示
を
見
学
す

る
と
と
も
に
聞
取
り
・
近
世
文
書
調
査
を
お
こ
な
い
、
別
府
の
岡
ノ
内
集
落
の
現
地

調
査
を
お
こ
な
い
、
林
業
・
焼
き
畑
・
狩
猟
・
寺
社
・
用
水
路
な
ど
山
の
景
観
と
山

稼
ぎ
の
実
態
を
見
学
し
た
。
服
部
英
雄
・
楠
瀬
慶
太
報
告
で
は
、
物
部
村
南
池
集
落

が
戦
時
中
一
三
軒
あ
っ
た
も
の
が
現
在
で
は
二
軒
の
み
に
な
っ
て
お
り
、
廃
村
直
前

で
、
聞
き
取
り
調
査
は
今
し
か
で
き
な
い
と
い
う
緊
迫
し
た
状
況
の
中
で
の
中
間
報

告
を
う
け
た
。
調
査
で
戦
国
期
の
検
地
帳
に
あ
る
地
名
が
聞
き
取
り
で
採
取
で
き
た

こ
と
。
地
名
が
山
頂
か
ら
崖
・
河
・
渡
川
点
な
ど
至
る
と
こ
ろ
に
分
布
し
、
検
地
帳

に
な
い
多
く
の
地
名
が
採
取
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
ら
が
山
で
の
生
業
や
戦
争
中
の
生

活
環
境
と
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。
討
論
で
は
、
い
ざ
な
ぎ
流

が
現
状
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
山
で
の
多
様
な
生
活
が
現
在
で
は
厳
し
い
過

疎
化
の
中
で
廃
村
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
主
題
に
な
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
高
知
平
野
で
の
水
田
灌
漑
の
主
要
幹
線
水
路
で
あ
る
山
田
堰
（
野
中

兼
山
設
計
）
を
見
学
し
、
そ
の
場
所
が
、
物
部
川
か
ら
の
材
木
筏
流
し
の
終
着
点
と

対
応
し
て
い
た
こ
と
、材
木
の
筏
流
し
が
農
業
用
水
取
水
口
を
破
壊
す
る
こ
と
か
ら
、

山
の
民
と
農
業
の
民
と
の
利
害
が
対
立
し
て
お
り
、
こ
の
山
田
堰
か
ら
材
木
を
馬
や

機
関
車
で
輸
送
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
理
解
し
た
。

　

物
部
川
河
口
一
帯
で
の
現
地
見
学
の
の
ち
、
研
究
報
告
会
を
お
こ
な
っ
た
。

吉
成
承
三
報
告
で
は
、
高
知
空
港
建
設
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
土
佐
湾

の
砂
州
・
砂
堆
な
ど
の
背
後
に
多
く
の
大
小
の
潟
湖
や
低
湿
地
帯
を
つ
く
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
古
代
中
世
で
は
浦
戸
湾
の
水
運
と
連
続
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

市
村
高
男
報
告
で
は
、
物
部
川
河
口
か
ら
潟
湖
や
低
湿
地
を
利
用
し
て
浦
戸
湾
の

水
運
を
利
用
し
た
一
帯
が
、
古
代
中
世
の
国
府
・
一
宮
・
守
護
所
・
湊
津
市
な
ど
政

治
的
経
済
的
社
会
的
な
中
心
的
機
能
を
も
っ
た
地
域
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
た
。

　

討
論
で
は
、
現
在
の
地
形
や
自
然
環
境
か
ら
古
代
中
世
の
歴
史
環
境
を
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
、
自
然
環
境
の
変
化
も
歴
史
時
代
に
お
い
て
発
掘
調
査
や
自
然

科
学
分
析
を
も
ち
い
て
復
元
的
研
究
が
必
要
な
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

第
九
回
研
究
会　

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
研
究
会
Ⅳ

﹇
研
究
テ
ー
マ
﹈　

　

内
海
世
界
と
し
て
の
伊
勢
湾
の
自
然
環
境
と
生
業
の
多
様
性
と
地
域
編
成

﹇
研
究
会
経
過
﹈

　

二
○
○
七
年
九
月
八
日
・
九
日
・
十
日　

常
滑
市
民
俗
資
料
館

　

第
一
日
目

　
　

中
島
丈
晴（
本
館
機
関
研
究
員
）「
伊
勢
湾
内
海
を
め
ぐ
る
問
題
提
起
」

　
　

中
野
晴
久（
常
滑
市
民
俗
資
料
館
）「
中
世
常
滑
焼
の
編
年
と
歴
史
上
の
出
来
事
」

　

第
二
日
目

　
　

伊
藤
裕
偉（
三
重
県
教
育
委
員
会
）「
伊
勢
湾
内
水
面
を
め
ぐ
る
諸
環
境
」

　
　

井
原
今
朝
男（
本
館
教
授
）「
伊
勢
湾
に
お
け
る
地
形
変
動
と
生
業
・
流
通
・
社
会

　
　
　

信
用
の
変
遷
」

　
　

現
地
調
査
―
伊
勢
湾
横
断
・
安
濃
津
御
厨
地
域
踏
査

　

第
三
日
目　

伊
勢
湾
の
渡
海
・
安
濃
津
・
藤
潟
の
地
形
復
原
・
政
所
納
所
遺
跡
・
木
造
赤
坂

遺
跡
発
掘
現
場
見
学
・
曽
禰
荘
現
地
調
査

﹇
現
地
踏
査
・
報
告
・
討
論
要
旨
﹈

　

一
日
目
の
中
島
丈
晴
報
告
で
は
、
近
年
の
伊
勢
湾
地
域
で
の
研
究
活
動
が
伊
勢
湾

西
海
岸
で
の
三
重
県
内
の
歴
史
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
知
多
半
島
・
渥
美
半

島
と
伊
勢
と
の
海
上
交
通
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、「
言
継
卿
記
」
と
奉
公

衆
番
帳
か
ら
、
三
河
・
常
滑
を
へ
て
北
伊
勢
長
太
に
渡
海
し
て
い
る
海
上
交
通
路
の

存
在
を
実
証
し
た
。中
野
晴
久
報
告
で
は
、常
滑
・
渥
美
焼
の
分
布
圏
の
変
動
と
荘
園
・

山
城
な
ど
地
域
特
性
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
報
告
討
論
で
は
、
古
記
録
の
地
名
・
奉
公

人
と
現
地
比
定
の
問
題
、
常
滑
焼
の
山
茶
碗
・
片
口
鉢
・
甕
・
壺
な
ど
が
一
三
世
紀

末
期
に
甕
に
統
一
さ
れ
る
生
産
・
生
業
民
に
つ
い
て
、
議
論
が
な
さ
れ
た
。

　

二
日
目
の
伊
藤
裕
偉
報
告
で
は
、
雲
出
川
河
口
に
で
き
る
潟
湖
「
藤
潟
」
を
め
ぐ
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る
歴
史
環
境
を
復
原
し
て
古
代
中
世
の
時
代
的
変
遷
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
一
定
の
地
域
に
政
治
的
中
心
地
が
で
き
る
こ
と
、
一
定
エ
リ
ア
に
様
々
な
業
種

の
民
が
存
在
し
複
合
的
機
能
を
も
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
井
原
今
朝
男

報
告
で
は
、
古
代
中
世
の
中
小
河
川
河
口
付
近
の
砂
の
海
岸
地
帯
で
は
、
潟
湖
や
低

湿
地
環
境
が
発
達
し
、
そ
れ
ゆ
え
多
様
な
生
業
が
同
時
併
存
し
て
い
た
が
、
中
世
後

期
か
ら
江
戸
初
期
に
砂
堆
・
砂
州
の
堆
積
と
開
発
事
業
に
よ
っ
て
畠
地
化
や
水
田
化

が
勧
め
ら
れ
、
多
様
な
特
産
品
生
産
か
ら
銭
と
米
に
よ
っ
て
換
算
さ
れ
る
生
業
の
単

一
化
＝
稲
作
水
田
化
社
会
に
変
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
と
の
仮
説
が
提
起
さ

れ
た
。
討
論
で
は
、
南
北
朝
・
室
町
期
の
史
料
に
み
え
る
「
荘
船
」「
小
廻
船
」
と

「
関
東
渡
海
之
船
」「
大
船
」
と
の
違
い
は
な
に
か
。
伊
勢
と
尾
張
国
知
多
・
三
河
国

渥
美
と
の
三
カ
国
交
通
の
実
態
は
な
に
か
。北
伊
勢
で
の
海
上
交
通
と
伊
勢
と
関
東
・

瀬
戸
内
と
の
交
通
関
係
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
か
わ
さ
れ
た
。

　

午
後
は
実
際
に
伊
勢
湾
を
船
で
知
多
半
島
か
ら
対
岸
の
津
市
に
渡
り
、
三
日
目
は

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。
安
濃
津
御
厨
・
曽
禰
荘
・
木
造
荘
な
ど
の
現
地
踏
査
や
赤

坂
遺
跡
発
掘
現
場
見
学
は
、
岡
野
友
彦
（
皇
學
館
大
学
教
授
）
ら
の
参
加
を
え
て
討

議
・
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
有
意
義
な
研
究
活
動
と
な
っ
た
。

第
十
回
研
究
会　

最
終
総
括
討
論
研
究
会

　

二
○
○
八
年
一
月
一
三
日
（
日
）　

　
　

栄
原
永
遠
男
（
大
阪
市
立
大
学
教
授
）「
提
供
か
ら
見
た
銭
貨
の
呪
力
」

　

栄
原
永
遠
男
報
告
は
日
本
に
お
け
る
経
済
外
的
使
用
の
開
始
＝
呪
力
を
内
包
す
る

銭
貨
の
初
見
は
天
智
朝
ご
ろ
の
仏
教
文
化
の
流
入
の
中
で
み
え
、
新
鋳
銭
を
初
穂
と

し
て
新
嘗
祭
・
豊
明
節
会
に
奉
納
す
る
儀
礼
が
あ
っ
た
。
鉱
物
の
出
現
と
献
上
は
国

土
統
治
を
根
拠
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

討
論
で
は
、
新
鋳
銭
の
少
な
さ
と
枝
銭
の
問
題
、
大
地
の
実
り
・
経
済
的
な
力
と

王
権
の
呪
力
と
の
関
係
、
貨
幣
価
値
だ
け
で
信
用
が
つ
い
て
行
か
な
い
時
代
と
呪
力

の
認
識
が
ど
う
波
及
し
て
い
く
か
、
国
土
・
山
へ
の
支
配
権
と
金
銀
銅
な
ど
鉱
物
支

配
と
の
関
係
、
な
ど
に
つ
い
て
議
論
に
な
っ
た
。

﹇
総
括
討
論
﹈

　

自
然
環
境
と
生
業
、
民
衆
知
、
技
術
と
呪
術
、
宗
教
と
呪
術
の
四
分
野
に
わ
け
て

研
究
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
自
然
環
境
と
生
業
の
分
野
で
は
、
人
間
の

働
き
か
け
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
二
次
的
自
然
や
環
境
を
生
業
史
や
環
境
史
や
景
観
史

な
ど
と
し
て
解
明
し
て
い
く
研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
は
四

箇
所
と
も
成
果
が
お
お
き
か
っ
た
が
、
古
代
中
世
と
近
世
・
近
代
で
の
環
境
地
形
の

変
化
が
生
業
体
系
の
構
造
的
変
化
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
か
な
っ
た
こ

と
等
が
指
摘
さ
れ
た
。
民
衆
知
の
分
野
で
は
、
芸
能
で
の
知
の
世
界
の
検
討
が
よ
わ

か
っ
た
こ
と
、
近
世
の
民
衆
知
が
ど
う
い
う
意
味
で
前
近
代
の
到
達
点
で
あ
っ
た
の

か
内
実
を
具
体
化
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
技
術
・
宗
教
と
呪
術
の
分
野
で
は
、
両
者

の
不
可
分
な
一
体
性
・
相
補
関
係
の
解
明
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
、
景
観
の
絵

画
化
の
な
か
に
も
呪
術
的
な
表
象
の
さ
れ
方
も
あ
る
の
で
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る

こ
と
、
等
が
今
後
の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。

３
、
研
究
成
果
と
課
題

（
１
）
共
同
研
究
の
交
流
と
公
開

　

共
同
研
究
活
動
の
予
定
・
報
告
内
容
の
要
旨
・
討
論
を
活
発
化
し
、
全
国
の
大
学
・

諸
機
関
に
分
散
す
る
研
究
者
間
の
交
流
と
情
報
交
換
の
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

を
一
号
か
ら
一
〇
号
ま
で
発
行
し
た
。
さ
ら
に
、
研
究
活
動
を
よ
り
広
範
の
人
々
に

公
開
す
る
た
め
、
歴
博
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
研
究
活
動
」
の
ペ
ー
ジ
で
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
を
公
開
し
、
最
新
の
研
究
情
報
の
交
流
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　（
２
）
自
然
環
境
の
時
代
的
変
遷
と
生
業
の
多
様
性

新
潟
・
鹿
児
島
・
高
知
・
愛
知
三
重
な
ど
の
現
地
調
査
で
の
発
掘
調
査
や
自
然
景
観

復
元
報
告
な
ど
に
よ
っ
て
、
日
本
列
島
の
自
然
環
境
は
、
原
始
古
代
以
来
不
変
で
所

与
の
も
の
と
し
て
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
古
代
中
世
で
は
潟
湖
・
河
口
付
近
の
低

湿
地
環
境
が
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
し
た
。
と
く
に
平
野
部
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や
砂
丘
地
帯
・
河
口
付
近
の
自
然
環
境
の
現
代
的
景
観
は
自
然
そ
れ
自
体
や
人
間
や

社
会
の
干
拓
事
業
な
ど
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、
歴
史
時
代
を
通

じ
て
変
化
し
て
お
り
、
前
近
代
に
お
い
て
は
潟
湖
や
湖
沼
や
広
範
な
低
湿
地
帯
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
列
島
の
海
岸
線
が
現
代
と
前
近
代
で
は

大
き
な
差
異
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
自
然
と
社
会
と
の
関
係
の
時
代
的
変
遷
を
歴

史
学
の
問
題
と
し
て
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
き
ら
か
に
な
っ

た
。

　

第
二
に
、
前
近
代
の
潟
湖
や
河
口
付
近
の
低
湿
地
帯
で
は
、
氾
濫
や
災
害
の
歴
史

が
同
居
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
水
田
稲
作
が
発
達
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
狩
猟
・

漁
労
・
採
集
な
ど
多
様
な
生
業
が
発
達
し
、
陸
上
交
通
と
海
上
交
通
の
結
節
点
と
し

て
湊
・
津
や
渡
・
橋
場
・
市
・
宿
な
ど
の
交
通
・
流
通
機
能
が
発
達
し
て
い
た
歴
史

環
境
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
河
川
の
付
け
替
え
や
堤
防
・
灌
漑
施
設
建
設
な
ど
寺

院
や
神
社
な
ど
が
開
発
技
術
を
駆
使
し
て
自
然
に
働
き
か
け
る
歴
史
事
象
な
ど
が
指

摘
さ
れ
た
。
豊
か
な
水
辺
環
境
が
、
土
砂
の
堆
積
や
災
害
の
激
化
な
ど
で
地
域
社
会

か
ら
干
拓
事
業
へ
の
要
請
が
つ
よ
ま
り
、
近
世
・
近
代
に
な
っ
て
新
田
開
発
と
な
っ

て
平
野
化
し
て
い
く
事
例
も
報
告
さ
れ
、
自
然
環
境
の
時
代
的
変
遷
と
生
業
の
多
様

性
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
が
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
こ
と
が
共
通
認
識
に
な
っ

た
。

　

第
三
は
、
こ
う
し
た
自
然
環
境
の
時
代
的
変
化
と
生
業
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
考
古
学
と
文
献
史
学
と
の
交
流
や
民
俗
学
の
成
果
を
学
ぶ
こ
と

で
共
通
理
解
を
う
る
こ
と
が
で
き
、
学
際
的
研
究
の
成
果
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
に
即
し
て
近
世
史
・
近
代
史
の
成
果
や
民
俗
学
の
成
果
と
を
突
き
合
わ

せ
て
、コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
引
き
出
す
と
こ
ろ
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

今
後
の
共
同
研
究
の
課
題
で
あ
る
。

（
３
）
無
文
字
世
界
の
知
と
民
衆
知

　

第
一
に
、無
文
字
の
世
界
に
い
た
古
代
中
世
の
民
衆
の
も
っ
て
い
た
知
の
体
系
は
、

生
業
で
の
技
術
・
知
識
を
核
に
し
て
お
り
、
地
名
や
耕
地
や
生
業
に
つ
い
て
の
語
彙

や
慣
習
知
や
生
活
知
・
民
俗
知
な
ど
の
相
伝
な
ど
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
探
求

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
方
法
論
的
模
索
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
、

今
後
の
研
究
課
題
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
二
に
、
民
衆
が
も
っ
て
い
た
知
の
体
系
は
、
江
戸
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
民

衆
知
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、一
部
文
字
化
さ
れ
て
蓄
積
・
相
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
近
世
の
民
衆
知
は
前
近
代
の
民
衆
が
も
っ
て
い
た
知
の
体
系
の
到
達
点
と

い
え
る
こ
と
が
共
通
認
識
に
な
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
共
同
研
究
に
お
い
て
長
い
ス
パ

ン
で
歴
史
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
近
世
史
・
近
代
史
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
重
要
で
あ
る
こ
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

第
三
に
、
建
築
・
工
芸
・
美
術
・
開
発
技
術
は
、
近
代
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
脱

呪
術
化
す
る
と
い
う
ウ
エ
ー
バ
ー
以
来
の
シ
ェ
ー
マ
は
疑
問
で
あ
り
、
時
代
と
と
も

に
合
理
的
知
識
の
範
囲
は
拡
大
し
て
い
く
が
、絶
え
ず
呪
術
的
世
界
が
残
っ
て
お
り
、

各
時
代
ご
と
に
技
術
と
呪
術
の
二
面
性
は
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
む

し
ろ
、
そ
の
二
面
性
を
ど
の
よ
う
に
腑
分
け
す
る
か
、
ま
た
未
分
離
な
一
体
性
を
ど

の
よ
う
に
解
明
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
共
通
認
識
に
な
っ
た
。た
だ
、フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
に
即
し
て
、
地
域
社
会
分
析
と
し
て
技
術
と
呪
術
に
つ
い
て
の
解
明
や
問

題
提
起
・
討
論
な
ど
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

第
四
に
、
仏
教
や
神
道
、
民
間
信
仰
は
、
前
近
代
の
日
常
生
活
の
中
で
は
生
業
や
生

き
抜
く
た
め
の
除
災
招
福
の
技
術
や
宗
教
的
救
済
力
で
あ
る
と
と
も
に
、
反
面
で
は

宗
教
的
暴
力
と
し
て
機
能
す
る
社
会
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
呪
術
と

宗
教
と
の
関
係
も
絶
え
ず
二
面
性
を
分
析
・
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
提
起
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
分
野
で
も
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
即
し
て
生
業
・
技
術
・
呪
術
信

仰
の
相
互
関
係
を
分
析
・
解
明
し
て
問
題
提
起
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
か
な
か
っ
た
。

　

各
時
代
の
文
献
史
学
・
考
古
学
・
民
俗
学
・
技
術
史
・
美
術
史
な
ど
の
学
際
的
な

共
同
研
究
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
即
し
た
研
究
・
分
析
・
問
題
提
起
と
と
も
に
、
テ
ー

マ
に
即
し
た
個
別
研
究
の
分
析
・
問
題
提
起
と
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
必
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要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

８
、
共
同
研
究
成
果
の
公
開

（
１
）　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
生
業
か
ら
見
る
日
本
史
―
新
し
い
歴
史
学
の
射

　

程
』（
二
○
○
八
、
吉
川
弘
文
館
）
の
刊
行

　

歴
博
共
同
研
究
委
員
会
で
の
指
摘
に
よ
り
、
基
幹
研
究
で
は
三
年
間
の
中
間
年
に

研
究
内
容
を
公
開
し
、
メ
ン
バ
ー
以
外
の
研
究
者
の
意
見
を
吸
収
し
な
が
ら
、
研
究

成
果
を
あ
げ
る
よ
う
に
す
る
よ
う
提
案
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
、
二
年
間
の
個
別
報

告
と
二
○
○
六
年
一
一
月
一
八
日
に
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
以
外
の
木
村
茂
光
（
東
京

学
芸
大
学
教
授
）、
甲
元
眞
之
（
熊
本
大
学
教
授
）
と
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
の
野
本

寛
一
（
近
畿
大
学
名
誉
教
授
）、横
田
冬
彦
（
京
都
橘
大
学
教
授
）
と
井
原
今
朝
男
（
本

館
教
授
）
に
よ
る
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
、
そ
れ
を
中
間
報
告
と
し
て
刊
行

し
た
。

　

目
次
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

Ⅰ　

新
し
い
歴
史
学
と
生
業

　
　

１
、
生
業
か
ら
民
衆
生
活
史
を
ふ
か
め
る　

　
　
　
　
　
　

井
原
今
朝
男

　
　

２
、
考
古
学
に
よ
る
生
業
研
究
の
あ
ゆ
み　

　
　
　
　
　
　

甲
元
眞
之

　
　

３
、
畠
作
史
か
ら
見
た
生
業
論　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
茂
光

　
　

４
、
生
業
民
俗
研
究
の
ゆ
く
え　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
本
寛
一

　
　

５
、
生
業
論
か
ら
見
た
日
本
近
世
史　

　
　
　
　
　
　
　
　

横
田
冬
彦

　

Ⅱ　

こ
れ
ま
で
の
生
業
論
を
ふ
り
か
え
る

　
　

１
、
先
史
考
古
学
で
の
生
業
論
の
登
場
と
変
遷　

　
　
　
　

藤
尾
慎
一
郎

　
　
　
　

コ
ラ
ム
「
考
古
学
と
生
業
研
究
」　

　
　
　
　
　
　
　

西
本
豊
弘

　
　
　
　
　

同　

「
過
去
の
生
業
を
明
ら
か
に
す
る
実
験
使
用
痕
研
究
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場
伸
一
郎

　
　

２
、
水
田
と
畠
の
日
本
史　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
広
道

　
　
　
　

コ
ラ
ム
「
古
墳
時
代
の
生
業
論
を
め
ぐ
っ
て
」　

　
　
　

広
瀬
和
雄

　
　

３
、
生
業
論
の
登
場
と
歴
史
学　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
田
直
紀

　
　
　
　

コ
ラ
ム
「
中
世
の
内
海
世
界
と
生
業
」　

　
　
　
　
　

高
橋
一
樹

　
　

４
、
生
業
の
民
俗
学　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
室　

知

　
　
　
　

コ
ラ
ム
「
古
辞
書
に
見
る
生
業
」　

　
　
　
　
　
　
　

中
島
丈
晴

　

Ⅲ　

討
論　

生
業
論
の
こ
れ
か
ら

　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
原
今
朝
男

（
２
）
歴
博
研
究
報
告
「
中
・
近
世
に
お
け
る
生
業
と
技
術
・
呪
術
信
仰
」
の
刊
行

　

論
文
集
と
し
て
掲
載
で
き
た
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

歴
博
研
究
報
告　

題
目
一
覧
（
五
〇
音
順
）

伊
藤
大
輔　

　
　

肖
像
表
現
に
お
け
る
言
葉
と
物
―
似
絵
の
位
置
づ
け
を
巡
っ
て
―

井
原
今
朝
男　

　

中
世
に
お
け
る
触
穢
と
精
進
法
を
め
ぐ
る
天
皇
と
民
衆
知

岡
田
莊
司　

　
　

吉
田
兼
倶
と
吉
田
神
道
・
斎
場
所

栄
原
永
遠
男　

　

提
供
か
ら
見
た
銭
貨
の
呪
力

平　

雅
行　

　
　

中
世
仏
教
に
お
け
る
呪
術
性
と
合
理
性

高
橋
一
樹　

　
　

中
世
権
門
寺
社
の
材
木
調
達
に
み
る
技
術
の
社
会
的
配
置
―
中
世

　
　
　
　
　
　
　

前
期
を
中
心
に
―

中
島
丈
晴　

　
　

十
五
世
紀
中
葉
に
お
け
る
伊
勢
氏
権
力
構
造
と
被
官
衆

奈
倉
哲
三　

　
　

も
う
一
つ
の
戊
辰
戦
争
―
江
戸
民
衆
の
政
治
意
識
を
め
ぐ
る
抗
争 

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
１
―

服
部
英
雄
・
楠
瀬
慶
太　

海
と
民
衆
知
・
個
人
知

春
田
直
紀　

　
　

中
世
海
村
の
生
業
暦

菱
沼
一
憲　

　
　

内
海
と
し
て
の
紀
伊
水
道

山
本
隆
志　

　
　

湿
地
に
お
け
る
荘
園
・
村
落
と
「
生
業
」
―
平
安
〜
江
戸
前
期
の

　
　
　
　
　
　
　

葦
と
菱
―

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）
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